
●補助事業の取組み  （2）
●まちづくりリーダー実践塾開催  （2）
●会長さんを訪ねて（多賀城 •七ヶ浜商工会） （3）
●商工会事業の紹介（みやぎ仙台商工会） （3）
●経営革新計画承認企業紹介 （4）
●平成22年度国勢調査 （5）
●平成22 • 23年度商工会等職員募集 （5）
●宮城県商工同友会通常総会 （5）
●日本政策金融公庫／国民生活事業ニュース （6）
●ある日の指導日誌 （6）
●小規模企業共済 •経営セーフティ共済制度改正 （7）
●青年部 •女性部コーナー （8）

コスモス＆コキア de COKOフェスタ
（川崎町）

蔵王連峰を背景とした「花畑」では、10品種・26万株のコ
スモス、東北6県の古民家を移築・復元したふるさと村の「だ
んだん畑」では、今年初導入となる1万1千株のコキアをお
楽しみいただくことができます。
また、期間中の土・日・祝日を中心に、押花教室やスポーツ
イベント、のりものイベントなど、家族で楽しむことのできる
催し物から、郷土芸能披露や伝統工芸体験など昔懐かしい体
験までイベント盛りだくさんで、秋のみちのく公園を満喫で
きます。
■開催日時／平成22年9月11日（土）～10月24日（日）
　　　　　　9：30～17：00
■開催場所／国営みちのく杜の湖畔公園
■入 園 料／大人400円、小人80円、シルバー200円、
■駐 車 料／普通車300円
■問合せ先／みちのく公園管理センター

ＴＥＬ0224-84-5991

天　　野　　　忠　　正
株式会社髙橋プリント

一

2 7 4 　

商工会は行きます　聞きます　提案します
～会員満足向上運動実施中～

今年で
商工会法施行50周年

（1）第274号 発行　平成22年9月1日



県
下
の
商
工
会
が
、
国
・
県
等

よ
り
補
助
事
業
の
交
付
決
定
を
受

け
て
、
疲
弊
す
る
地
域
の
活
性
化

に
向
け
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

特
定
事
業
の
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
の
将
来
像
を
描
い
た
商

工
会
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
事
業

を
体
系
的
に
組
み
合
わ
せ
、
段
階

的
か
つ
継
続
的
な
取
組
み
を
行
っ

て
お
り
、
従
前
の
む
ら
お
こ
し
事

業
の
反
省
も
踏
ま
え
、
単
な
る
地

場
産
品
を
活
用
し
た
も
の
づ
く
り

に
留
ま
ら
ず
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
及
び

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え

た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
な

る
よ
う
に
研
究
検
討
を
重
ね
て
い

る
。本

年
度
実
施
さ
れ
る
数
々
の
補

助
事
業
が
、
地
域
に
よ
り
大
き
な

成
果
を
も
た
ら
す
よ
う
大
い
に
期

待
し
た
い
。

活
力
あ
る
商
店
街
を
目
指
す
商

店
主
や
若
手
後
継
者
等
を
対
象

に
、「
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
実

践
塾
」
を
一
迫
花
山
商
工
会
（
六

月
十
七
日
・
二
十
六
日
開
催
）
並

び
に
栗
駒
鶯
沢
商
工
会
（
八
月
二

日
・
七
日
開
催
）
で
二
日
間
開
催

し
、延
べ
三
十
七
名
が
受
講
し
た
。

初
日
は
、
㈱
エ
ム
・
シ
ー
・
オ
ー

代
表
取
締
役
の
松
浦
忠
雄
氏
が
、

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
と
育
成
方
法
に
つ
い

て
、
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
会
社
ド

リ
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
代
表
の
阿
部

侑
生
氏
が
、
相
手
の
タ
イ
プ
に
合

わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
な
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
義
を

行
っ
た
。

二
日
目
は
、「
一
〇
〇
円

商
店
街
」
で
有
名
な
山
形
県

新
庄
市
商
店
街
へ
見
学
に
訪

れ
、
仕
掛
人
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ア
ン
プ
代
表
の
齋
藤
一

成
氏
は
「
一
〇
〇
円
商
店
街

を
実
施
し
た
こ
と
で
各
個
店

の
意
識
革
命
が
図
ら
れ
た
」

と
熱
く
語
っ
た
。

十
月
に
は
、
登
米
み
な
み

商
工
会
で
本
実
践
塾
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

店先で100円の逸品を買い求める消費者

（左）松浦先生（右）阿部先生

「
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
！
」

︱
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
実
践
塾
を
開
催
︱

平成22年度　各種補助事業の取組状況一覧
⑴　地域資源∞全国展開プロジェクト事業（国関係補助金）	 （単位：千円）

商工会名 補助金額 主な事業内容
く ろ か わ 8,000	 ～未来へ生きる君たちへ～　親子で学ぶ食育探訪事業
玉 造 8,000	 ～よみがえる伊達文化！！～　観光・特産品開発事業
石巻市牡鹿稲井 8,000	 伝統ある「井内石」を活用した新たな地域ブランドづくり
⑵　創業人材育成事業（全国連受託事業）

商工会名 補助金額 主な事業内容
み や ぎ 仙 台 1,600	 経営革新塾（一般コース)
加 美 2,600	 経営革新塾（ＩＴコース)
石 巻 か ほ く 1,600	 経営革新塾（女性向けコミュニティビジネスコース）
⑶　中小商業活力向上事業（国関係補助金）

商工会名 補助金額 主な事業内容
蔵 王 町 2,170	 ポイントカードシステム導入、各種イベントの開催
み や ぎ 仙 台 2,000	 フランス・パリを思わせるお洒落な市「泉マルシェ」の開催
⑷　商店街にぎわいづくり戦略事業（宮城県・市町村等補助金）

商工会名 補助金額 主な事業内容
㈿ 中 新 田 花 楽	
小路商店街振興会	
（ 加 美 商 工 会 ）

2,570	 花楽市、個店魅力アップ講習会、100円商店街の開催

玉 造 850	 鳴子地区の空き店舗を活用したチャレンジショップ開設等
佐沼大通り商店街㈿	
（登米中央商工会） 7,009	 七福モニュメント設置、にぎわい市の開催

本 吉 唐 桑 950	 マンボウサンバで町おこし事業、すけっとさん事業
く ろ か わ 3,250	 個店支援事業、空き店舗活用事業
大 崎 14,050	 鹿島台地区の空き店舗等を活用したふれあい互市の開催等
み や ぎ 北 上 2,667	 登米町の歴史的資源を活用したイベント事業等
河 南 桃 生 1,593	 携帯電話を活用したイベント事業並びに情報発信事業
村 田 町 837	 蔵を拠点とした商店街活性化事業
一 迫 花 山 1,233	 空き店舗を活用した四季折々のイベント事業
南 三 陸 9,200	 ポイント端末機設置、各種イベント等
⑸　特産品等販路開拓支援事業（宮城県補助金）

商工会名 補助金額 主な事業内容
大 崎 4,000	 地域資源である農産品を活用し開発した商品の販路拡大事業
⑹　小規模企業広域活性化事業（宮城県補助金）

商工会名 補助金額 主な事業内容
登 米 中 央 480	 エコスタンプサービス事業
南 三 陸 670	 空き店舗を活用したティーンズマーケット事業

補
助
事
業
を
導
入
し
て

地
域
活
性
化

第274号（2）発行　平成22年9月1日発行　平成22年9月1日



結
ぶ
遊
歩
道
「
す
い
せ
ん
通
り
」

で
は
、
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
選
手

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。

ま
た
、
好
評
に
つ
き
、
昨
年

に
引
き
続
き
前
夜
祭
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
地
元
の
ジ
ャ
ズ
バ

ン
ド
の
生
演
奏
を
聴
き
な
が
ら

キ
ャ
ン
ド
ル
の
下
で
の
飲
食
を

お
楽
し
み
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
秋
の

夜
の
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
是
非
足
を
運
ん
で
み

て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ン
テ
ィ
ー

ク
家
具
な

ど
約
百
店

舗
が
出
店

予
定
。
隣
接

す
る
泉
区

民
広
場
で

は
、
授
業

の
一
環
と

し
て
地
元

小
学
生
達

に
よ
る
フ

リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の

販
売
、
泉

中
央
駅
と

商
店
街
を

◎
会
長
さ
ん
の
ご
商
売
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
二
年
に
㈱
ダ
ス
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
ア
ズ
ミ
、
平
成
十
一
年

に
㈱
レ
ン
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
ズ

ミ
を
創
業
し
ま
し
た
。
現
在
は
イ

ベ
ン
ト
用
品
に
加
え
て
、
福
祉
用

具
・
介
護
用
品
の
レ
ン
タ
ル
の
需

要
が
年
々
増
加
し
売
上
の
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

近
年
他
業
界
か
ら
の
参
入
が
相

次
い
で
お
り
ま
す
が
、
競
合
他
社

と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
定

期
的
な
訪
問
で
レ
ン
タ
ル
品
を

チ
ェ
ッ
ク･

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る

な
ど
キ
メ
細
か
な
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

◎
地
域
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

多
賀
城
市
は
交
通
ア
ク
セ
ス
が

良
好
な
こ
と
か
ら
仙
台
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
、
人
口
も

六
万
人
を
超
え
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

最
近
は
仙
台
市
と
接
し
て
い
る

地
区
に
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
や

「
迅
速
・
実
効
あ
る
取
組
み
を
」

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

会
長
　
安
住
　
政
之
　
氏

家
電
量
販
店
等
が
出
店
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
消
費
が
仙
台
へ
流
出
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
七
ヶ
浜
町
は
、
か
つ
て

漁
業
や
海
苔
の
養
殖
が
盛
ん
で
し

た
が
、
汐
見
台
団
地
の
造
成
に
よ

り
、
近
年
は
仙
台
市
・
塩
釜
市
等

の
近
隣
市
へ
の
通
勤
者
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
商
工
会
が
取
組
む
街
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

昨
年
、
地
産
地
消
研
究
会
事
業

で
地
元
飲
食
店
の
利
用
促
進
を
目

的
に「
名
店
三
十
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
」

を
作
成
。
本
年
度
は
、
豊
富
な
農

仙
台
市
北
部
の
副
都
心
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
泉
中

央
地
区
。
郊
外
に
は
大
型
店
な

ど
の
進
出
が
相
次
ぎ
衰
退
気
味

に
あ
る
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
、

副
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
昨
年
九
月
に

実
施
し
た
の
が
『
泉
マ
ル
シ
ェ
』

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
セ
ル
バ
、
宮
城

大
学
、
商
工
会
の
三
団
体
で
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
国
・
仙

台
市
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施

し
た
も
の
で
、
昨
年
の
来
場
者

は
三
万
二
千
名
を
数
え
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
九
月
二
十
五
日
㈯
、
メ

イ
ン
会
場
で
あ
る
地
下
鉄
泉
中

央
駅
前
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
を
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
シ
ェ
（
市

場
）
風
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
地
元
で

収
穫
し
た
西
洋
野
菜
や
パ
ン
、
ア

水
産
食
材
を
活
用
し
た
多
賀
城
・

七
ヶ
浜
産
「
季
節
の
食
材
一
押
し

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
農
協
・
漁

協
と
協
力
し
な
が
ら
農
商
工
連
携

に
向
け
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
公
共
工
事
の
激
減
、
大
手

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
進
出
に
よ
り
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ

る
建
設
関
連
事
業
者

の
受
注
機
会
の
確
保

に
向
け
、
行
政
に
対

し
「
新
築
住
宅
工
事

及
び
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
金
制
度
」
の

創
設
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
泉
中
央
駅
前
がまる

ご
と
マ
ル
シ
ェ
に
」

み
や
ぎ
仙
台
商
工
会

美味しさ満載の「名店30グルメマップ」

大勢の来場者で賑わう昨年の会場

商工会事業の
紹介
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経
営
者
の
石
塚
氏
は
、
千
葉
大

学
園
芸
学
部
を
卒
業
後
、
鹿
児
島

県
の
養
蜂
農
園
に
て
約
二
年
間
養

蜂
の
研
修
を
経
て
、
平
成
九
年
に

現
在
の
丸
森
町
に
移
住
し
て
独
立

開
業
し
た
。

現
在
は
、採
蜜
用
蜜
蜂
百
群（
一

群
／
約
三
万
匹
）、
花
粉
交
配
用

蜜
蜂
三
百
群
を
丸
森
町
周
辺
の
河

川
敷
で
飼
育
し
、
蜂
蜜
生
産
加
工

品
を
「
耕
野
の
は
ち
み
つ
」
と
し

て
年
間
二
千
五
百
㎏
生
産
・
販
売

し
て
い
る
。

経
営
革
新
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
花
粉
交
配
用

蜜
蜂
を
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る
果
樹

農
家
か
ら
、「
現
在
の
燻
煙
器
は

果
樹
の
花
粉
交
配
時
に
し
か
蜜
蜂

を
利
用
し
な
い
果
樹
農
家
に
は
高

価
す
ぎ
、
ま
た
大
き
す
ぎ
る
」
と

い
っ
た
不
満
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
。

そ
こ
で
、
商
工
会
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
地
域
力

連
携
事
業
で
派
遣
さ
れ
た

専
門
家
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
早
速
試
作
品
の

製
作
に
取
り
掛
か
り
、様
々

な
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結

果
、
よ
う
や
く
製
品
の
小

型
化
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

成
功
し
、
試
作
品
第
一
号

が
完
成
し
た
。

こ
れ
が
宮
城
県
の
経
営

革
新
計
画
の
認
定
も
受

け
、現
在
特
許
を
申
請
中
で
あ
る
。

こ
の
新
商
品
を
販
売
す
る
事

で
、
こ
れ
ま
で
取
引
の
無
か
っ
た

顧
客
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能
と

な
り
、
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
り
既
存
事

業
の
売
上
拡

大
が
見
込

め
、
ま
た
同

時
に
、
石
塚

養
蜂
園
の
知

名
度
向
上
、

「
耕
野
の
は

ち
み
つ
」
ブ

ラ
ン
ド
力
向

上
の
効
果
も

期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、

今
後
首
都
圏

を
中
心
に

益
々
販
路
拡

大
を
図
っ
て

い
き
た
い
考

え
だ
。

開発した小型簡便燻煙器「けむっこ」

経
営
革
新
計
画
承
認
企
業
の
紹
介
⑬

果
樹
農
家
向
け
小
型
簡
便
燻
煙
器

「
け
む
っ
こ
」
を
開
発

石
塚
養
蜂
園
　
　
　
　
　
　
　

代
表
　
石
塚
　
武
夫
　
氏

（
丸
森
町
商
工
会
）

【企業概要】
企業名：石塚養蜂園

業　種：その他の畜産農業

代表者：石塚　武夫　氏

所在地：宮城県丸森町耕野大高丸

一番 1-53

ＴＥＬ：0224-75-3533

親から受け継ぐそのバトン…

あなたの代で強い企業に
成長させよう!!

開催日：10月2日（土）・9日（土）
　　　　・10日（日）・16日（土）・17日（日）
　　　　（全日9：00〜 17：00）
会　場：仙台サンプラザ（仙台市宮城野区榴ヶ岡）
受講料：5,000円
定　員：30名（先着順ですのでお早めに！）

参加申し込み及びお問い合わせは
商工会連合会までお気軽にどうぞ！！

経営後継者のための

経営革新塾
10月2日より開講！

宮城県商工会連合会では、事業を継ごうとする（継
いだ）経営後継者を対象とした経営革新塾を10月よ
り下記日程で開催します。
「会社を変えたい！」「もっと利益をあげたい！」
とお考えのあなた！そんな熱い想いをもったあなた
の受講をお待ちしてます!!
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宮
城
県
商
工
同
友
会
（
会
員

三
十
七
名
）
の
平
成
二
十
二
年

度
通
常
総
会
が
、
六
月
二
十
九

日
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
仙
台
で
、

県
商
工
会
連
合
会
加
藤
亨
二
専

務
理
事
、
県
青
年
部
連
合
会
作

間
康
裕
会
長
を
来
賓
に
迎
え
開

催
さ
れ
た
。

狩
野
勝
彦
会
長
の
挨
拶
後
、
会

則
の
一
部
改
正
、
平
成
二
十
一

年
度
事
業
報
告
、
平
成
二
十
二

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

等
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、

上
程
さ
れ
た
四
議
案
は
全
て
満

場
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。

な
お
、
第
五
号
議
案
の
「
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
選
任
」
で
は
、

会
長
に
狩
野
会
長
が
再
任
さ
れ

た
の
を
は
じ
め
次
の
八
名
の
役

員
が
選
任
さ
れ
た
。

【
新
役
員
】

会　

長　

狩
野　

勝
彦　

再
任

（
く
ろ
か
わ
）

副
会
長　

坂
元　

貞
治　

新
任

（
丸
森
町
）

副
会
長　

鈴
木　

孝
弘　

再
任

（
み
や
ぎ
仙
台
）

理　

事　

佐
藤　
　

毅　

再
任

（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
）

理　

事　

加
藤　

新
一　

再
任

（
美
里
町
）

理　

事　

大
久
保
博
信　

再
任

（
み
や
ぎ
仙
台
）

監　

事　

齋
藤　

富
一　

再
任

（
栗
原
南
部
）

監　

事　

雫
石　
　

浩　

再
任

（
東
松
島
市
）

青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
方

県
商
工
同
友
会
に

加
入
を
！

趣
旨
に
賛
同
す
る
青
年
部

Ｏ
Ｂ
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
本
会
事
業
活
動
に
参

画
い
た
だ
け
る
よ
う
会
員
資

格
を
拡
充
し
ま
し
た
の
で
、

是
非
積
極
的
に
加
入
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

尚
、
加
入
ご
希
望
の
方
は

最
寄
り
の
商
工
会
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

平成22・23年度商工会等職員採用資格試験

1 ．応募資格
⑴　経営指導員研修生

　　　大卒以上（見込含）
　　　平成22年 4 月 1 日現在で25歳未満

⑵　事務職員
　　　高卒以上（見込含）かつ簿記 3 級以上
　　　（採用時までに取得見込含）
　　　平成23年 4 月 1 日現在で28歳未満
2 ．勤務地　　宮城県内商工会等
3 ．試験日時及び場所

⑴　第 1 次試験（適性検査・教養試験・論文）
日時　平成22年 9 月16日㈭
①　経営指導員研修生
　午前 9 時30分〜午後 0 時30分
②　事務職員
　午後 1 時30分〜午後 4 時30分
　場所　パレス宮城野
　　　　仙台市青葉区上杉 3 丁目 3 番 1 号

⑵　第 2 次試験（面接）
日時　平成22年10月 5 日㈫
　　　　午前10時30分〜午後 4 時
場所　宮城県商工振興センター 2 階会議室
　　　仙台市青葉区上杉 1 丁目14番 2 号

4 ．採用方法
⑴　経営指導員研修生

合格者については、平成23年 4 月 1 日付けで
採用となり、宮城県商工会連合会勤務となりま
す。2 年間の連合会勤務後（平成25年 4 月 1 日）、
県内の商工会に経営指導員として赴任します。

⑵　事務職員
合格者については、採用登録者名簿（既卒業

者登録期間：平成22年11月 1 日より平成24年 3
月31日までの 1 年 5 ヶ月間、新規卒業予定者登
録期間：平成23年 4 月 1 日より平成24年 3 月31
日までの 1 年間）に登載し、県内商工会等にお
いて欠員が生じた場合に採用することとなりま
す。

5 ．応募先
平成22年 8 月23日㈪〜平成22年 9 月10日㈮ま

で、履歴書（写真貼付）と印鑑を持参の上、本
会まで直接お越し下さい。

仙台市青葉区上杉一丁目14− 2
宮城県商工振興センター 2 階
宮城県商工会連合会総務部
　　電話 022（225）8751

会
長
に
狩
野
勝
彦
氏
を
再
任

︱
宮
城
県
商
工
同
友
会
通
常
総
会
︱
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七
・
八
月
は
ど
こ
の
商
工
会
で

も
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
、

当
商
工
会
も
七
月
下
旬
の
「
山

車
ま
つ
り
」
を
皮
切
り
に
「
花

火
大
会
」「
ビ
ー
ル
祭
り
」
と
息

つ
く
暇
も
な
く
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
疲
れ
も
、
商
工
会
の
役

員
さ
ん
や
会
員
さ
ん
か
ら
の
「
お

疲
れ
さ
ん
」「
今
年
は
良
か
っ
た

ね
！
」
の
労
い
の
一
言
で
吹
っ

飛
び
ま
す
。

そ
う
し
た
声
を
掛
け
て
貰
え

る
の
も
、
異
動
し
て
き
て
二
年

目
で
す
が
、
商
工
会
法
施
行

五
十
周
年
全
国
統
一
記
念
事
業

「
商
工
会
は
行
き
ま
す
聞
き
ま
す

提
案
し
ま
す
〜
会
員
満
足
向
上

運
動
〜
」
を
掲
げ
て
巡
回
訪
問

を
実
施
し
た
こ
と
で
、
私
の
顔

を
少
し
で
も
覚
え
て
貰
え
た
か

ら
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
景
気
動
向
を

見
る
と
、
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車

進
出
の
関
係
で
自
動
車
産
業
・

関
連
業
種
に
つ
い
て
は
横
ば
い

も
し
く
は
上
向
き
傾
向
と
の
報

道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
相

談
の
際
に
出
て
く
る
悲
観
的
な

言
葉
か
ら
、
地
方
で
は
ま
だ
ま

だ
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
て

こ
な
い
状
況
を
肌
で
実
感
し
ま

す
。数

あ
る
相
談
の
中
で
も
と
り

わ
け
金
融
相
談
は
、
職
員
と
は

い
え
顔
も
わ
か
ら
ず
話
も
し
た

こ
と
の
な
い
人
に
相
談
で
き
る

訳
も
な
く
、
巡
回
訪
問
や
各
種

事
業
を
通
し
て
会
員
さ
ん
と
の

繋
が
り
を
深
め
、
ど
ん
な
事
で

も
気
軽
に
相
談
を
し
て
貰
え
る

よ
う
な
信
頼
関
係
が
大
前
提
と

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
ま
だ
駆
け
出

し
の
指
導
員
で
、
問
題
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
だ
け
の
知
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
日
々
自
己
研
鑽
に
努
め
て

い
る
最
中
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
巡
回
訪
問
を

継
続
し
、
気
軽
に
相
談
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、

自
分
自
身
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し

会
員
さ
ん
に
頼
ら
れ
る
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
そ
れ
が
「
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
」

の
一
員
へ
と
繋
が
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

「気軽に相談できる
環境づくり」

栗駒鶯沢商工会
主任主査
千　葉　雅　祥

日本政策金融公庫 国民生活事業からのご案内

《マル経融資（経営改善貸付の概要）》

貸付限度額 １，５００万円

日本政策金融公庫　国民生活事業では、小規模事業者の方々の経営改善のお役に立てるよう、無担保・無保
証の「マル経融資（経営改善貸付）」をお取り扱いしています。

ご返済期間
（据置期間） 設備資金 :１0 年以内（2 年以内）

運転資金 :　7 年以内（1 年以内）

ご利用いただける方 商工会、都道府県商工会連合会または商工会議所の実施する経営指導を受けている方で、商工会等の長の
推薦を受けた方

＊審査の結果、お客様のご希望に添えないことがあります。
＊利率は金融情勢によって変動いたしますので、お借入金利（固定）は、記載されている利率とは異なる場合がございます。
＊くわしくは、商工会・商工会議所または日本政策金融公庫の最寄の支店（国民生活事業）にお気軽にご相談ください。

利　　　率
（平成22年7月14日現在）

設備資金については、ご融資日から 2 年間、年 0.5％
引下げとなります。年 1.85％

ご利用の手続き ご 相 談
お 申 込

商 工 会
商工会議所

推 薦

日本政策金融公庫
国民生活事業

ご融資
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加入手続き・お問い合わせは お近くの商工会まで
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安い掛金で大きな安心

お問い合わせ　お申し込みは あるいは直接 宮城県火災共済協同組合もよりの商工会 へ TEL0222（263）1265　FAX022（267）2878

火
災
共
済

自
動
車
共
済

医
療
総
合
共
済

休
業
補
償
共
済

各
種
共
済

そ
の
他

商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
が
、

七
月
二
十
二
日
、
大
和
町
ま
ほ
ろ

ば
ホ
ー
ル
で
青
年
部
員
百
二
十
名

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
第
十
七
回
青
年
部
主
張

大
会
が
行
わ
れ
、
県
下
五
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
の
代
表
者
が
日
頃
の
青
年

部
活
動
や
地
域
振
興
に
つ
い
て
熱

弁
を
振
い
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
佐
藤

秀
徳
君
（
河
南
桃
生
）
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
九
月
九
日
に
仙
台

市
で
開
催
さ
れ
る
東
北
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
主
張
大
会
に
本
県
代
表

東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女

性
部
員
交
流
研
修
会
及
び
女
性
部

主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
七
月

八
〜
九
日
の
二
日
間
に
亘
り
、
札

幌
市
ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
約
四
百
四
十
名
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
た
。

本
県
代
表
と
し
て
主
張
発
表
大

会
に
出
場
し
た
名
取
市
商
工
会
女

性
部
の
高
橋
富
子
さ
ん
は
、「
女

性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ

く
り
〜
地
域
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ

と
し
て
出
場
す
る
切
符
を
手
中
に

し
た
。

続
い
て
、
㈱
清
月
記
代
表
取
締

役
の
菅
原
裕
典
氏
が
「
経
営
戦
略

の
考
え
方
と
実
践
〜
逆
境
を
切
り

拓
く
経
営
〜
」と
題
し
講
演
し
た
。

菅
原
氏
は
、「
百
年
続
く
『
強
い

会
社
』
を
創
る
た
め
、
自
社
の
収

益
構
造
の
見
通
し
を
全
社
員
で
共

有
し
、
既
存
事
業
の
進
化
、
新
事

業
の
発
掘
、
新
事
業
の
育
成
の
取

組
み
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
強
調

し
た
。

な
お
、
主
張
大
会
の
結
果
は
次

の
通
り
。

ス
ト
最
優

秀
! !
女
性

部
パ
ワ
ー

こ
こ
に
あ

り
〜
」
と

い
う
テ
ー

マ
で
「
元

気
な
と
り

ブ
ラ
ン
ド

コ
ン
テ
ス

ト
」
へ
の
参
加
に
至
る
経
緯
か
ら

創
作
菓
子
部
門
で
の
最
優
秀
賞
受

賞
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て

熱
弁
を
振
る
っ
た
が
、
惜
し
く
も

茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
は
な
ら
な
か
っ
た
。

引
き
続
き
、
日
本
経
済
新
聞
日

経
プ
ラ
ス
1
で
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー

全
国
№
1
に
選
ば
れ
た
函
館
の
外

食
チ
ェ
ー
ン
、
㈲
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ

ロ
代
表
取
締
役
の
王
一
郎
氏
が

「
お
店
は
お
客
様
に
満
足
と
喜
び

の
感
動
を
」
と
題
し
講
演
し
た
。

王
氏
は「
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
、

客
を
楽
し
ま
せ
た
い
、
と
い
う
意

識
を
常
に
持
つ
こ
と
が
、
お
客
の

感
動
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
つ
な

が
る
」
と
述
べ
た
。

な
お
、
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
の
結
果
は
次
の
通
り
。

○
最
優
秀
賞
（
全
国
大
会
出
場
）

秋
田
県
代
表

　

仙
北
市
商
工
会
女
性
部

　

浅
利　

久
美
子　

さ
ん

最
優
秀
賞
に
佐
藤
秀
徳
君

―
商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
―

本
県
代
表
高
橋
富
子
さ
ん

惜
し
く
も
入
賞
逃
す

―
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
―

交流会会場で参加者一同

主張発表する高橋さん

最優秀賞に輝いた佐藤秀徳君

講演する菅原社長

○
最
優
秀
賞

三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

佐
藤　

秀
徳　

君（
河
南
桃
生
）

○
優
秀
賞

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

菊
地　

昭
貴　

君（
涌
谷
町
）
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